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足
立
区
議
会

自
由
民
主
党

区
内
経
済
は
、
徐
々
に
改
善
に
向
か
っ
て
い
る

が
、
区
民
の
所
得
や
雇
用
の
改
善
に
結
び
付
い
て

い
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
急
速
な
少
子
高

齢
化
に
伴
う
社
会
保
障
費
等
の
増
大
、
公
共
施
設

の
更
新
等
の
行
政
需
要
は
さ
ら
に
増
加
し
て
い
る
。

区
は
、
健
全
な
財
政
運
営
に
向
け
て
、
さ
ら
な

る
改
革
を
進
め
、
新
た
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め

の
人
や
財
源
を
生
み
出
す
創
意
工
夫
を
図
る
と
と

も
に
、
適
正
な
受
益
者
負
担
も
求
め
な
が
ら
、
区

政
の
進
展
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

区
有
財
産
の
活
用
で
は
、
区
民
要
望
を
し
っ
か

り
と
見
極
め
た
上
で
の
活
用
が
求
め
ら
れ
る
。
東

和
セ
ン
タ
ー
及
び
東
綾
瀬
区
民
事
務
所
等
の
施
設

更
新
に
お
け
る
効
率
的
な
対
応
や
、
旧
こ
ど
も
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー
用
地
の
活
用
等
の
綾
瀬
地
区
再

編
整
備
で
は
、
区
民
要
望
で
も
あ
る
「
ホ
テ
ル
」

の
誘
致
を
前
向
き
に
検
討
す
る
こ
と
を
要
望
し
、

平
成
2�
年
度
当
初
予
算
は
、
大
震
災
と
原
発
事

故
後
に
組
ま
れ
た
初
め
て
の
予
算
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
放
射
能
対
策
予
算
は
ゼ
ロ
、
専
管
組
織
等

も
置
か
ず
、
自
ら
決
め
た
局
所
的
汚
染
地
域
の
経

過
観
察
測
定
す
ら
実
施
せ
ず
、
他
区
が
行
っ
て
い

る
給
食
の
食
材
検
査
さ
え
も
行
お
う
と
し
な
い
。

経
営
改
革
プ
ラ
ン
で
使
用
料
、
手
数
料
の
負
担

増
を
押
し
付
け
よ
う
と
し
な
が
ら
そ
の
根
拠
と
な

る
新
た
な
財
政
需
要
の
試
算
す
ら
せ
ず
、
外
部
化

は
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
は
い
え
ず
、
偽
装
請
負
や
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
懸
念
は
一
層
深
ま
っ
た
。

ま
た
、
学
校
統
廃
合
は
住
民
全
体
の
説
明
会
す

ら
行
わ
な
い
で
強
行
し
よ
う
と
し
、
旧
こ
ど
も
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー
跡
利
用
で
は
、
地
域
の
意
見
や

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
基
づ
い
て
計
画
を
立
て
る
姿
勢

は
見
え
な
い
。
学
校
開
放
の
有
料
化
に
よ
り
、
延

べ
18
万
人
も
の
利
用
者
が
減
り
、
が
ん
検
診
事
業

の
全
面
有
料
化
は
受
診
率
向
上
の
足
か
せ
に
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
到
底
認
め
ら
れ
な
い
。

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
「
早
期
健
全
化
基

準
」
は
健
全
過
ぎ
て
、
数
字
す
ら
出
な
か
っ
た
。

一
方
、
区
民
全
体
で
は
37
億
円
も
収
入
が
減
り
、

暮
ら
し
は
ま
す
ま
す
追
い
つ
め
ら
れ
て
い
る
。
前

年
比
132
％
増
の
102
億
円
も
積
立
て
、
基
金
残
高
総

額
１
千
�6
億
円
は
23
区
で
２
番
目
の
多
さ
で
あ
る
。

財
政
の
厳
し
さ
ば
か
り
強
調
し
、
区
民
に
負
担
増

や
我
慢
を
強
い
る
や
り
方
は
や
め
る
べ
き
だ
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
10
年
以
上
連
続
す

る
値
上
げ
を
行
っ
た
結
果
、
資
格
証
の
発
行
は
500

件
か
ら
１
千
500
件
に
増
え
た
。

介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
保
険
料
が
値
上
げ
と

な
り
23
区
で
２
番
目
に
高
い
区
と
な
っ
た
。
負
担

増
が
高
齢
者
に
押
し
付
け
ら
れ
、
認
め
ら
れ
な
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
は
、
一
人
当
た
り

平
均
で
約
10
％
の
保
険
料
が
値
上
げ
さ
れ
た
。
一

層
の
負
担
を
負
わ
せ
る
も
の
で
、
認
め
ら
れ
な
い
。

施
策
の
優
先
度
を
変
え
、
区
民
の
暮
ら
し
を
真

剣
に
支
え
る
区
政
運
営
を
求
め
る
。

政
府
は
、
９
月
の
月
例
経
済
報
告
で
、
景
気
判

断
を
上
方
修
正
し
、
約
１
年
ぶ
り
に
「
景
気
は
緩

や
か
に
回
復
し
つ
つ
あ
る
」「
物
価
は
デ
フ
レ
状

況
で
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
」
と
し
、
回
復
局
面

に
あ
る
と
発
表
し
た
が
、
依
然
と
し
て
区
内
経
済
、

区
民
生
活
は
長
引
く
デ
フ
レ
や
円
高
の
影
響
を
受

け
た
景
気
低
迷
が
続
き
、
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
平
成
2�
年
度
予
算
は
、
人

口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
構
造
の
変
化
に
触
れ
、
事
業
を
一

か
ら
見
直
す
方
針
が
示
さ
れ
、
第
二
次
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
関
連
事
業
、
区
制
80
周
年
と
い
う
節
目

に
合
わ
せ
た
各
種
事
業
等
が
展
開
さ
れ
た
。

平
成
2�
年
度
一
般
会
計
決
算
で
は
、
経
常
収
支

比
率
が
70
％
～
80
％
の
範
囲
を
４
年
連
続
で
上
回

り
、
財
政
の
硬
直
化
が
さ
ら
に
進
行
し
た
が
、
財

源
確
保
に
向
け
た
基
金
の
積
み
増
し
や
特
別
区
債

残
高
の
改
善
、
ま
た
、
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く

全
て
の
指
標
で
基
準
値
を
下
回
っ
た
こ
と
等
の
取

り
組
み
は
、
一
定
の
評
価
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

歳
入
に
お
い
て
は
、
一
般
財
源
は
減
収
と
な
っ

た
も
の
の
、
特
定
財
源
と
特
別
区
税
収
入
は
増
収

と
な
り
、
歳
入
総
額
は
前
年
度
と
比
較
し
て
33
億

円
の
増
と
な
っ
た
。

歳
出
に
お
い
て
は
、
義
務
的
経
費
の
年
々
増
加

が
課
題
で
あ
り
、
特
に
、
過
去
最
大
の
901
億
円
に

も
な
る
扶
助
費
の
著
し
い
伸
び
に
は
歯
止
め
を
か

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

都
区
財
政
調
整
交
付
金
に
依
存
せ
ざ
る
を
得

な
い
財
政
運
営
や
、
一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計
に

多
額
の
繰
り
入
れ
が
続
く
等
の
構
造
的
な
問
題
の

解
決
、
ま
た
、
35
億
円
近
い
不
納
欠
損
と
15�
億
円

も
の
収
入
未
済
が
あ
る
こ
と
を
各
職
員
が
認
識
し
、

減
少
に
向
け
た
努
力
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。　

　

そ
の
他
、
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
の
推
進
、
中
川
土

づ
く
り
の
里
の
撤
去
、
中
学
校
学
力
向
上
対
策
等
、

今
決
算
特
別
委
員
会
に
て
我
が
党
が
行
っ
た
指
摘

事
項
、
政
策
提
言
、
要
望
を
、
今
後
の
区
政
運
営

や
区
の
政
策
に
反
映
す
る
よ
う
、
強
く
求
め
る
。

普
通
会
計
決
算
に
お
い
て
、
実
質
収
支
で
は
、

59
億
200
万
円
の
黒
字
、
財
調
基
金
へ
の
積
み
立
て

と
取
り
崩
し
等
を
加
え
た
実
質
単
年
度
収
支
は
63

億
６
千
万
円
の
赤
字
と
な
っ
た
。
義
務
的
経
費
の

う
ち
、
人
件
費
は
13
億
円
減
少
し
、
歳
出
総
額
に

占
め
る
人
件
費
比
率
は
、
前
年
度
に
比
べ
0.9
ポ
イ

ン
ト
下
降
し
、
23
区
で
１
番
低
い
数
値
と
な
っ
た
。

一
方
、
生
活
保
護
費
の
伸
び
は
著
し
く
、
扶
助

費
は
過
去
最
大
の
901
億
円
と
な
っ
た
。
経
常
収
支

比
率
も
４
年
連
続
で
80
％
を
超
え
、

87.1
％
を
示
し
、

区
財
政
は
黄
色
信
号
が
点
灯
し
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
2�
年
度
は
、
様
々
な
区
制
80
周
年

記
念
事
業
が
実
施
さ
れ
、
多
く
の
集
客
を
得
た
。

区
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
が
開
始
さ
れ
、
若
者
世
代
へ

の
情
報
周
知
体
制
も
整
っ
た
。
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ

ル
・
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
運
動
に
よ
り
、
37
年
ぶ
り
に

刑
法
犯
認
知
件
数
は
１
万
件
を
切
り
、
23
区
ワ
ー

ス
ト
ワ
ン
か
ら
の
脱
却
も
果
た
し
た
。
こ
う
し
た

イ
ベ
ン
ト
や
施
策
か
ら
、
区
民
の
絆
を
強
め
、
今

後
の
区
財
政
に
良
い
影
響
が
表
れ
る
事
を
望
む
。

少
子
高
齢
化
に
よ
る
税
収
の
減
少
と
社
会
保
障

費
の
増
加
は
想
像
に
難
く
な
い
。
公
共
施
設
の
更

新
も
財
政
直
結
の
課
題
で
あ
る
。
都
区
財
政
調
整

制
度
に
依
存
す
る
当
区
は
、
税
の
収
納
率
向
上
等
、

自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

 

﹃
真
に
行
政
が
担
う
べ
き
領
域
に
重
点
的
に

資
源
を
投
入
し
て
い
く
「
選
択
と
集
中
」
を
徹
底

し
、
財
政
運
営
の
健
全
性
の
維
持
・
向
上
に
全
庁

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
﹄
と
い
う
区
の
考
え
に
対
し
、
今
後
も
み

ん
な
の
党
は
チ
ェ
ッ
ク
機
関
と
し
て
役
割
を
果
た

し
て
い
き
た
い
。

他
の
特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
保
険
料
等
、
区

民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
べ
く
最
大
限
の
努
力

を
す
る
と
同
時
に
、
収
納
率
向
上
に
努
め
る
よ
う

要
望
し
、
今
回
の
決
算
特
別
委
員
会
で
の
我
が
党

か
ら
の
質
疑
、
提
案
を
今
後
の
予
算
編
成
に
活
か

さ
れ
る
よ
う
強
く
希
望
す
る
。

決 算 特 別
委 員 会 の
討論 ( 要旨 )

あ
わ
せ
て
旧
鹿
沼
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
の
早
期
解
決
を
求
め
る
。

次
に
、
学
校
統
廃
合
計
画
は
、
区
教
委
主
導
で

行
っ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
標
準
服
の
負
担
等
、

統
合
に
伴
う
新
た
な
費
用
負
担
が
保
護
者
に
生
じ

な
い
よ
う
、
努
力
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。　

さ
ら
に
、
少
年
団
体
連
合
協
議
会
へ
の
委
託
事

業
に
関
わ
る
不
適
切
な
会
計
処
理
は
、
今
後
の
地

域
と
の
信
頼
関
係
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
に
も
つ
な

が
る
た
め
、
他
事
業
も
含
め
適
正
な
会
計
処
理
の

徹
底
と
地
域
と
の
協
力
関
係
の
構
築
に
取
り
組
ま

れ
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

ま
た
、
生
活
保
護
の
さ
ら
な
る
適
正
化
、
各
種

事
務
の
外
部
化
へ
の
慎
重
な
対
応
、
在
宅
医
療
系

廃
棄
物
で
あ
る
注
射
針
の
行
政
回
収
、
契
約
に
お

け
る
区
内
業
者
優
先
の
徹
底
等
の
課
題
に
留
意
す

る
よ
う
要
望
す
る
。

最
後
に
、
我
が
党
委
員
の
様
々
な
提
案
及
び
要

望
事
項
を
尊
重
し
、
区
民
目
線
に
立
っ
た
分
か
り

や
す
い
言
葉
、
文
章
を
持
っ
て
説
明
責
任
を
果
た

し
、
そ
の
実
現
に
努
力
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

「
第
二
次
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
戦
略
」
の

４
つ
の
柱
の
施
策
を
発
展
・
充
実
さ
せ
る
た
め
、

「
子
ど
も
」
は
、
学
力
向
上
の
た
め
の
講
師
配
置

や
こ
ど
も
科
学
館
の
改
修
、
子
育
て
支
援
等
の
推

進
、｢

く
ら
し｣

は
、
高
齢
者
支
援
や
中
小
企
業
・

商
店
街
支
援
、
健
康
あ
だ
ち
21
運
動
等
の
推
進
、

｢

ま
ち
づ
く
り｣

は
、
鉄
道
立
体
化
の
促
進
や
老

朽
家
屋
対
策
、
防
災
計
画
策
定
、
防
災
訓
練
実
施

等
の
推
進
、「
経
営
改
革
」
は
、
町
会
・
自
治
会

へ
の
補
助
金
助
成
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に

お
け
る
住
民
票
の
写
し
等
の
証
明
書
取
得
の
実
施

に
力
点
を
置
く
等
、
い
ず
れ
も
我
が
党
の
要
望
が

数
多
く
反
映
さ
れ
、
区
民
生
活
に
不
可
欠
な
事
業

へ
の
予
算
執
行
と
な
っ
た
。
と
り
わ
け
基
金
を
活

用
し
た
公
共
施
設
更
新
や
防
災
・
減
災
へ
の
取
り

組
み
は
高
く
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
都
区
財
政
調
整
交
付
金
に
依
存
し
て

い
る
当
区
に
と
っ
て
、
今
後
の
景
気
動
向
次
第
で

は
行
財
政
運
営
へ
の
大
き
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

今
後
は
、
特
別
区
税
等
の
収
納
率
向
上
を
は
じ

め
、
未
利
用
地
の
有
効
活
用
等
、
自
主
財
源
の
安

定
的
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
多
様
化
す
る
区
民

ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
本
委
員
会
で
我
が
党
の
各
委
員
が
指
摘

し
、
提
案
・
要
望
し
た
事
項
、
災
害
時
要
援
護
者

避
難
プ
ラ
ン
の
作
成
を
は
じ
め
、
飲
料
水
の
確
保

や
ト
イ
レ
整
備
、
防
災
に
強
い
マ
ン
シ
ョ
ン
の
取

り
組
み
、
小
・
中
学
校
の
非
構
造
部
材
の
耐
震
化
、

保
育
所
の
待
機
児
童
対
策
、
起
業
家
支
援
、
特
別

支
援
教
育
の
充
実
、
公
共
施
設
の
更
新
対
策
、
校

庭
の
芝
生
化
、
区
民
に
わ
か
り
や
す
い
公
会
計
の

導
入
、
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
、
介
護
予
防
事

業
の
充
実
、
道
路
の
空
洞
化
対
策
等
を
重
く
受
け

止
め
、
区
民
目
線
に
立
っ
た
区
政
運
営
を
心
掛
け
、

実
現
に
向
け
て
ま
い
進
さ
れ
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

最
後
に
、
足
立
区
少
年
団
体
連
合
協
議
会
へ
の

委
託
事
業
に
関
わ
る
不
適
切
な
会
計
処
理
に
つ
い

て
、
組
織
と
し
て
再
発
防
止
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

鹿 浜　 昭
　委　員　

はたの  昭彦
　委　員　

会派名
種　別

足立区議会
自由民主党

足立区議会
公　明　党

日本共産党
足立区議団

足立区議会
民　主　党

足立区議会
みんなの党

一 般 会 計 認　定 認　定 不認定 認　定 認　定
国民健康保険特別会計 認　定 認　定 不認定 認　定 認　定
介 護 保 険 特 別 会 計 認　定 認　定 不認定 認　定 認　定
後期高齢者医療特別会計 認　定 認　定 不認定 認　定 認　定


